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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成29年10月17日に提出いたしました第38期（自　平成28年８月１日　至　平成29年７月31日）有価証券報告書の記

載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　　（訂正前）

文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

当社は、化合物半導体及び電子部品製造用の製造装置を主力製品とし、研究開発機市場と生産機市場それぞれで

事業を展開しております。当社は、「薄膜技術で世界の産業科学に貢献する」ことを経営理念としており、研究開

発型企業として成長してきた高度な技術力を維持すると同時に、その技術蓄積を生産機市場で活かすことで、事業

規模の拡大を図っております。加えて、当社のコアテクノロジーである「薄膜技術」は医療、バイオ、環境といっ

たライフサイエンス及びエネルギー分野に活かすことが可能であり、中期的には当社の新規事業、新分野として成

長させることを目指しております。

（後略）

 

　　（訂正後）

文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(1）会社の経営の基本方針

当社は「薄膜技術で世界の産業科学に貢献する」ことを経営理念とし、

①創造性を重視し、常に独創的な薄膜製造、加工技術を世界の市場に送る。

②直販体制を採用し、ユーザーニーズに対応した製品をタイムリーに提供する。

③事業が社会に果す役割を積極的に認識し、高い付加価値の追求を目的とし、株主、取引先、役員、従業員に対

し、適切な成果の配分をする。

を経営方針に掲げ、事業を展開しております。

 

(2）目標とする経営指標

当社は中期的にも収益力の高い企業であり続けようと考えております。売上高総利益率50％を確保しながら売上

高を拡大していくことにより売上高経常利益率20％台への向上を目指します。売上高の拡大のため、研究開発機市

場と生産機市場のそれぞれに対応した製品の拡販に努めるとともに、中期的には海外売上高比率を50％以上に引き

上げる方針であります。

 

(3）経営環境及び対処すべき課題等

当社は、化合物半導体及び電子部品製造用の製造装置を主力製品とし、研究開発機市場と生産機市場それぞれで

事業を展開しており、これまでの研究開発型企業として成長してきた高度な技術力を維持すると同時に、その技術

蓄積を生産機市場で活かすことで、事業規模の拡大を図っております。加えて、当社のコアテクノロジーである

「薄膜技術」は医療、バイオ、環境といったライフサイエンス及びエネルギー分野に活かすことが可能であり、中

期的には当社の新規事業、新分野として成長させることを目指しております。

（後略）

以　上
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